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～わたしの新しい ステージを紹介します～  

HOKKAIDO

　私は大学卒業後、東京本社の
企業に就職しました。北海道に支
社のある企業だったので、将来的
には支社勤務もできるのではない
かと思い上京したのですが、実際
はそんな都合の良い状況になるわ
けではありません。そのため昨年の
秋頃から北海道へ帰ることを模索
するようになり、10月に東京で行わ
れたUターンのフェアに参加しました。
そこで当社を見つけたのがきっか
けです。IT系の企業に勤務してい
たのですが、電気系の仕事をして
みたいという思いもあり、興味を持
ちました。興味が深くなったのは
HPを見た時に「電気技術で暮らし
をもっと楽しくしたい」と書いてあっ
たことです。この発想は面白いと
感じたことが志望度合いを上げた
と思います。 

　現在の仕事は主要顧客である
北海道電力への提案営業です。
営業と言っても既存製品を売り込
む営業ではなく、お客様の要望を
キャッチして、それをカタチにしてい
くためのパイプ役となります。私は
配電に関する製品を担当している
のですが、電気技術に関する知識
は当然問われますし、仕組みを理
解していないとお客様が話してい
ることすらわかりません。いまはまさ
に勉強中といったところですが、覚
えた知識の点が、線で繋がった時
はこの仕事の面白さ、奥深さを実
感できます。また北海道電力の配
電ネットワークは全道に点在してい
ますので、現場へ出向いて対応す
る必要があります。そこで各地の特
産を楽しめるのもこの仕事の良い
ところでもあります（笑）。 

　まだ入社して3ヵ月ですので、大
きなことは言えませんが、電力業界
の縁の下の力持ちとして認められ
る人材になりたいと思っています。
そのためにはお客様と当社の製造
現場とを調整していく能力を磨い
ていくことが不可欠ですので、数
年間はさまざまな方面から信頼を
得るために必死となって勉強した
いですね。その先の目標は社会人
として余裕ができたら考えます。 

志望動機と採用面接 仕事内容とやりがい 将来の夢 

詳しい情報は　http://www.hesc.co.jp/

北海道電気技術サービス株式会社 

北海道電気技術サービス株式会社 
北海道出身  

Uturn

職 場 の 上 司 か ら  

湯浅さんの勤務する「企業情報」 

　湯浅さんの印象は「学校の成績が良かった」「資

格もたくさん持っている」「当社が今後必要として

いるネットワーク構築の知識を持っている」などの

点もありますが、決め手は「面接の応対が良かった」

ことです。これが採用に繋がっています。お客様

とのコミュニケーションが大事な仕事ですから、人

柄を見て最終的に判

断しました。あとはそ

のコミュニケーション

力という武器を最大

限に発揮できるように、たくさん勉強してほしいと思

いますね。期待しています。 

設　　立 ： 1971年4月7日 

資 本 金 ： 5,500万円 

所 在 地 ： 江別市西野幌120番地8 

従業員数 ： 81名（2011年8月現在） 

事業内容 ： 電気機器の設計・製造、電気設備の施工・保守、 

計測機器の販売、研究・開発  
登　　録 ： 建設業 知事許可（特-19） 石第21022号 

電気工事業 知事届出 （石狩） 第23120号 

営業部 湯浅 祐介さん（26歳） 

北海道栗山町出身の湯浅さんは、今年の7月に東京からU
ターン。転職の経緯と現在の職場、そして北海道の魅力に
ついてお話を伺いました。 

　転職を考えている人は「いまここで会社を

辞めてしまっては迷惑がかかる」と悩んでいる

方も多いと思います。実際私もこの点につい

てはかなり悩みました。でも思い切って誰かに

相談してみると、色んな人が力になってくれま

した。なので、もっと自分が思った通りに動い

てみることが大事だと思います。結果的に北

海道に来ることになるにしろ、そうでないにしろ、

自分が納得できる道が拓かれると思います。 

採用のポイントは最終的には人間性 

「勉強熱心で感心しています」と語
る営業部の部長鈴木さん 

業界は全然異なりましたが、 
電気系には元々興味が深かった 

覚えた知識が繋がったとき 
この仕事が面白いと感じます 

調整能力を持った 
顧客に認められる人材に 

　北海道に戻ってやはり感じ

ることは「環境が良い」という

ことです。夏は涼しいし、近く

に自然があることは、自然の中

で育ってきた自分にとって大

事なことだったと実感してい

ます。休日は山へ行って植物

の写真を撮ったり、川があった

ら釣りをしたりと北海道を満喫

しています。それから地元の

栗山町のバスケットチームに

も復帰しました。昔からの友

人との交流も増えたことや、

家族が近くにいることも大き

かったと思います。このように

プライベート環境が充実した

ことで、北海道に帰ってきたこ

とは間違っていなかったとい

ま実感している毎日です。 

U・Iターンを
考えている方へのメッセージ

信頼できる人に相談してみよう！ 
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